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将来ありたい姿 理由 担えそうなこと 

キャッチ 

フレーズ 

学
ぶ
① 

 まちづくりのため
の「学び」が活発 

 現状を理解するた
め 等 

 学んだ成果を地
域で活用する 

等 

・自律（自

立）するま

ち 

学
ぶ

② 

 子どもたちに芝生
の校庭で遊んでほ

しい 

 子供にケガをさせ
ない 等 

 ボランティアで
参加する 等 

働
く 

 「カンバン」ビジ
ネス 

 新しい税の収入の
確保 

 カンバン税の創
設について多く

のアイディアが

あるので実現に

努力したい 等 

・税収が上

がるまち 

楽
し
む
① 

 坂田金時のイベン
トを行う。 

 今ある資源を活用  坂田の金時のキ
ャラクターと世

界中に広げたい 

等 

・資源をい

かせて楽

しむまち 

楽
し
む
② 

 いつでも誰でもス
ポーツしたいとき

に出来る環境がほ

しい 

 次世代の人材育成  スポーツ経験者
が指導 等 

 
将来ありたい姿 理由 担えそうなこと 

キャッチ 

フレーズ 

学
ぶ
① 

 （仮称）川西市大
学（超総合大学） 

 学べる場が少ない － ・いろんな出

会いをよぶ

まち 

学
ぶ

② 

 学校と地域のつ
ながりを密にす

る 

 中学校の部活動が
少ない。教師だけに

頼らない 

 学校に関心を持
つ 等 

働
く

① 

 市民総起業化  働く場が少ない  ボランティアポ
イント制度 

・みんなが活

き活きはた

らけるまち 

働
く
② 

 待機児童解消ゼ
ロ 

 待機児童がいると
いう現実 

 地域の高齢者に
待機児童の面倒

を見てもらう 

等 

楽
し
む
① 

 観光都市川西の
確立 

 素材はあるが活か
しきれてない 

 市内各グループ
に呼びかけて案

内ができる人を

集める 等 

・全国の人が

「川西とい

えば○○」と

イメージで

きるまち 
楽
し
む

② 

 幅広い世代が集
い・楽しめる場所

がほしい 

 そういった場所が
少ない 

 近くの公園の使
用方法をみんな

で見直す 等 

 
将来ありたい姿 理由 担えそうなこと 

キャッチ 

フレーズ 

学
ぶ

① 

 市民教育を推進
する 

 生涯学習が充実し
ているから 

 生涯学習に積極
的に参加する 

等 

・子供から大

人まで向上

心あふれる

街 
学
ぶ
② 

 学校の教育が充
実して欲しい 

 子供の教育が学習
塾に依存している

から 

 子供のしつけ 
等 

働
く

① 

 中高年世代の起
業 

 中高年世代の働く
意欲作りと雇用を

うむ為 

 退職した団塊の
世代のやる気造

り 等 

・働く喜びに

あふれる街 

働
く
② 

 大企業を誘致す
る 

 雇用の確保と経済
の振興のため 

 起業のＯＢが誘
致に協力 等 

楽
し
む

① 

 運動施設をふや
す 

 健康作りと健全な
精神作りのため 

 施設を利用する 
等 

・スポーツ文

化施設が充

実し明るく

楽しく笑顔

があふれる

街 
楽
し
む

② 

 文化的娯楽施設
を誘致する 

 映画やスーパー銭
湯等の施設がない 

 誘致する声を上
げる 等 

第５次川西市総合計画策定川西まちづくりワークショップ 

N E W S L E T T E R 

第３回ワークショップを開催しました 

第3回 

2011.09.23 

 

第３回は「学ぶ」「働く」「楽しむ」のライフシーンごとに議論を行いました 

 川西市の現状（強み・弱み）、将来ありたい姿、将来ありたい姿を実現するためにそれぞれが担えそうな

こと、目指すべきまちのキャッチフレーズを「学ぶ」「働く」「楽しむ」のライフシーンごとに分けて議論

を行いました。 

総勢 31名の方が参加されました 
 9月 23日に第５次川西市総合計画策定に向けた

川西まちづくりワークショップの第３回を開催し、

総勢 31名の方が参加されました。今回は班替えを

したこともあり、各班前回以上に活発に議論が行わ

れ、様々な意見が出されました。 

概要 

概要 

概要 



 
４班 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５班 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
将来ありたい姿 理由 担えそうなこと 

キャッチ 

フレーズ 

学
ぶ

① 

 教育の選択肢の
多様化 

 私立の教育機関が
ないので 等 

 学校教育に積極
的に関わる 等 

・誰もが多

様に学べ

るまち 
学
ぶ

② 

 市民の使いやす
い公民館・図書館

にする 

 すべての市民に教
育学習の場を 

 

働
く

① 

 農業への市民と
企業の参加 

 不耕作地を解消す
るため 

 地場産の農作物
を食べる 等 

・全ての能

力をいか

して働け

るまち 
働
く

② 

 高齢者の能力の
提供の場をつく

る 

 高齢者の能力を活
かす 

－ 

楽
し
む
① 

 市外からの人を
集められる観光

資源の有効活用 

 川西のＰＲ不足、活
性化、知名度 

 中心市街地での
市民によるイベ

ント開催で市内

外の注目をえる 

等 

・自分達で

楽しみを

つくりだ

すまち 

楽
し
む
② 

 市民が運営参加
できる文化芸術

公園施設 

 市民が参加するこ
とにより利用しや

すいしたしみのあ

る施設 

 積極的に文化・芸
術鑑賞に参加す

る 等 

 
将来ありたい姿 理由 担えそうなこと 

キャッチ 

フレーズ 

学
ぶ
① 

 学齢期 
 教育を強化する 

 若い世代にとって
魅力的な町にする

為 等 

 子供のしつけやマ
ナー等の人間教育

的な部分は市民と

協働で行う 

・学びのま

ち川西 

学
ぶ
② 

 生涯学習 
 まち全体を学び
の場にする 

 高校、事業者、役所、
ＮＰＯなどそれぞ

れに講座をもって

年間で学べる場を

つくる→まちの中

にそれぞれも連携

もできる 等 

 専門的な知識を活
かして学習の場に

提供する 

働
く

① 

 身近な小売店舗
を増やす 

－  市内で消費する気
持ちをもつ 等 

・事業者に

も働く人

にもサポ

ートの行

き届いた

まち 

働
く
② 

 一時保育の場を
増やす 

 子育て世代が働き
に出やすい条件 

等 

 ＮＰＯ的、ＣＢな
どで保育事業を立

ち上げていく ま

たその支援をする 

楽
し
む
① 

 歴史、文化、観
光を市外にＰＲ

するインフォメ

ーションセンタ

ーを作る 

 「文化」遺産を活用
したい 等 

 自らＰＲ（口コミ）
をする 

・大人も楽

しめて誇

れるまち 

楽
し
む
② 

 中央北地区を活
性化させる 

 集客施設よりも文
化安らぎの場に 

・既存の団体や組織

をつないで（ネット

ワークをつくる）場

を提供していく 

ふりかえりアンケートから 
「ふりかえりアンケート」の中からのご意見を

いくつかご紹介し、次回の改善に繋げます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ワークショップの目指すところについて 
今回のワークショップでは「せっかく出した意

見が消えてしまっている」などの意見が出されま

した。 
 川西市には多様な人が様々な思いを持って生

活しています。一つの「まち」としての方向性を

決める際、その様々な思いを集約して共有化する

プロセスが必要です。その「思いを集約して共有

化すること」が今回のワークショップの目的で

す。 
 そのため、ワークショップの過程で個々人の意

見が消えてしまうこともありますが、ここで共有

化されたみなさんの思いはしっかりと受け止め、

総合計画基本構想を策定していきます。 
 

第３回を振り返って 

ライフシーンごとに将来像が出されました 

各班、活発な議論が行われ、様々な視点から

の意見が出されました。 

 「学ぶ」については、すべての市民が学べる

ような「生涯教育の場づくり」についての意見

や、公立、私立学校の強化など「学校教育環境

の充実」についての意見が多く出されました。 

「働く」については、起業や企業誘致など「働

ける場づくり」についての意見や、保育環境の

充実などの「働くための環境の充実」について

の意見が多く出されました。 

「楽しむ」については、PRやイベントなどを

通じて「既存の資源の有効活用を」という意見

や、スポーツや文化芸術など多くの人が「楽し

める場づくりを」という意見が多く出されまし

た。 

 

次回は「助け合う」「尊ぶ」「関わる」のライ

フシーンごとに議論を行っていきます。 

 

 

概要 

概要 

主な意見 

・ ワークショップについての共有ができていなか

った。 

・ 「財政がないと何もできない」とは大変、最も

な意見だった。 

・ 終わる時間はきっちりと守りながら、内容の充

実を図って欲しいです。 

・ 意見が白熱したり、意見の偏りが見られると、

どうしても時間が押してしまうのは仕方がない

のかなと思いました。 
・ 発表はある程度、時間を決める方が良いと思う。 
・ 班のメンバー構成が変わり、結果として有効な

意見が多く出たので参加した意義があった。 

・ 話し合いの中では「財政難」だから出来ないと

決めつけるところもあったが今現状の中ででき

ることや行政だけでなくもっと市民が出来る事

を打ち出せたらいいなあと思った。 

・ 時間配分の中でどうしても深い議論は省いて

「ていよく」収めていってしまう感があり、消

化不良、未消化で終わってしまった印象がある。 


